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抄録 ：上 顎 犬歯 の 埋 伏 は，埋 伏 歯の 中 で も比 較的 高頻 度

で み られ，局所 的 な 不正 咬合 の み な ら ず，審 美的，機能

的 に も問題 と な る こ とが 少 な くな い ．

　 ヒ顎 犬 歯が 埋 伏 す る原 因 に つ い て 未 だ不 明 な 点 も多 い

が，埋伏の 唇舌的位置に 人種 に よ る 相違 を認め る と い う

報 告 もみ ら れ，埋 伏 位置 や こ れ に 関 わ る要 因 を検討 す る

こ とは，臨床的指針 を得 る の み な ら ず埋伏 の 原 因 を考え

る 上 で 非常に 有益 で あ る．そ こ で 本研究で は，当科 に お

け る上 顎埋 伏 犬歯 の 唇 舌 的位 置 を把握 す る とともに 顎顔

面 形態，叢生量，治療方 法等 に っ い て 臨床 統計 学 的検討

を行っ た ．

　研 究 対 象 として，徳 島大 学 医学部
・歯 学部附 属病院矯

正 歯科 を受 診 した 口 唇 裂 ・
口 蓋裂 を始 め とす る先 天 異常

患者を除 く上顎犬歯埋 伏患者の う ち，歯軸方向エ ッ ク ス

線写 真 を撮 影 した 59名 73歯 （男子 20名，女子 39名，

平均 年 齢 13 歳 4 か 月）を用 い て 埋伏 犬歯 の 位 置 を詳細 に

検討 し た と こ ろ，以 下の 結果 を 得た．

　 1．白人 を対 象 に し た 報告 と比較 し，唇 側 に埋 伏す る

割合が 多い 傾 向が 認 め られ た．

　 2 ．口 蓋 側 群 に お い て，上 顎歯槽基 底弓長 径 ・幅径 お

よ び，ANB 角が 有意 に 小 さ か っ た．

　 3 ．上 顎 の ア
ー

チ レ ン グ ス デ ィ ス ク レ パ ン シ
ー

に つ い

て は，両群 問 に有 意差 は 認 め られ なか っ た．

　 4 ．開 窓牽 引処 置 を行 っ た 症 例が 両 群 と も に 多 く，歯

肉退縮，歯 根 彎 曲等 の 弊 害が み られ た．

　以 上 の結果 よ り，歯軸方 向エ ッ ク ス 線撮影 法 を 用 い て

埋 伏犬 歯 の 位 置 を検討 す る こ と は 矯正 治療計 画 を立 案す

る 上 で 有用 で あ る と考 え られ た．

　　（Orthod　Waves ・Jpn　Ed　63 （3）：162〜169，2004 ）

Aclinicostatistical　study 　on 　the　location
of 　the　impacted　maxillary 　canines 　using

　　　 vertex 　occlusal 　radiography

Abstract：With　the　exception 　of 　the　maxillary 　and

mandibular 　third　molars ，　the　Inaxmary 　canh ユe　impac・

tion　is　the　1110st　comm 〔冫llly　encountered ．　Irl　this　study ，

the　buccぐ，・palatal　iocalization　of 　the　maxillary

impacted　canine 　was 　 radiographicaliy 　evaluated

usillg 　vertex 　occlusal 　radiographs ，　 and 　then　the　arch

length　Cliscrepancy，　skeletal 　morphology 　using 　latera】

cephalometric 　radiographs ，　and 　surgical 　managemeDt

relating 　with 　canine 　impaction　were 　investigated　in　59

subjects （20　males 　and 　39　fernales） with 　73　impacted

rnaXillary 　CanineS ．

　 Palatally　IQcated　canines 　Qccurred 　in　49 ．3％，　buc−

cally 　located　canines 　in　39．7％　of　the　subjects ，　sh 〔｝w −

illg　a　higher　incidence 　of 　bし1ccally 　impacted　canines

compared 　with 　previous 　other 　reperts 　in　Caucasian．　In

the　palatally　located　gr 〔エup ，　the しlpper 　apical 　base　and

basal　arch 　width 　were 　g．　ignificantly　Iess　than 　those 　irユ

the　buccally　located　gr 〔冫up ，　while 　n〔｝significant 　differ・

ence 　was 　demonstrated　in　the　arch ］ength 　discrepaDcy

between　both　groups ．　in　cephalolnetric 　allalysis ，　ANB

angle 　in　the　palatally　located　group　was 　signlficantly

smaller 　than 　that　in　the　buccally　located　group ，　The

majority （73，8％） of 　 the　impacted　canines 　 were

exposed 　 surgicaliy ，　 and 　the　gingival　 recessiQ 冂 was

observed 　in　these　teeth．

　 These　 results 　c〔冫ncerned 　with 　the　assessment 　of 　the
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maxillary 　impacted　canine 　using 　the　vertex 　occlusa ］　　 considerations ．

radiographs 　ceuld 　be　useful 　for　treatment　planning　　　 （Orthod　Waves ・Jpn　Ed　63 （3）： 162〜169 ，2004 ）

緒 言

　矯正 歯科臨床に お い て，しぼ し ば埋伏歯を伴 う不正

咬合に遭遇 す る．埋伏歯 と は ，一
定 の 萌出時期 に 達 し

て も歯冠 が 萌出 せ ず，口 腔粘膜下 また は顎骨内 に と ど

ま っ て い る状態 の歯を い い ，歯 の形，位置，方向，萌

出余地 な どの 観察 か ら正常な萌出時期 に 至 る も萌出 し

ない と思われ る歯 を含 め て 定義さ れ て い る
1・2〕．な か で

も，上 顎犬歯の 埋 伏頻度 は第三 大 臼 歯 に次 い で 最 も多

く
3 〕，隣在歯の 歯根吸収や捻転，転位，正 中の 偏位 を始

め と した 局所的 な不 正 咬合 の み な らず，審美的，機能

的 に も問題 と な る こ とが 少 な くな い ．

　一
般 的 に 上 顎 犬 歯 が 埋伏 す る 原因 と して ，過 剰歯の

存在，乳犬歯 の 晩期残存 お よび 早期喪失，歯胚 の 位置

異常，遺伝的要因，顎 骨 の 発育 不 全 ，解剖学的要素 な

どが 考 え られ て い る
1）．また，こ れ に 加 え，上 顎犬歯 の

萌出時期 は側方歯群 の な か で 最 も後期 に 当 た る た め，

萌 出余地不 足 が 埋 伏 の 原 因 と し て 重 要視 さ れ て い

る
4・5）．しか し ， 萌出余地 が 十分 に 存在す る に もか か わ

らず埋伏す る場合 や ，萌出余地 が 不足 して い な が ら も

低位唇側転位歯 と して 萌出す る場合もあ るた め ，埋伏

の 成 立 機序に つ い て 未だ 不 明 な 点 も多 い ．

　 こ れ ら埋伏歯 の 歯科矯正 学的診断 お よび 治療方針立

案 に は，口 腔内診査 に 加 え ， 各種エ ッ ク ス 線写真 に よ

る埋 伏方向 ・位置 の 把握 が必要不可欠で ある と 考え ら

れ る．白人 を対象 と した Rbhrer6 ｝
の 報告 に よ る と ， 上

顎犬歯の 口蓋側 へ の 埋 伏 は唇側へ の 埋 伏 に比 べ 3倍 の

頻度で 発症す る と され て い る が，Taguchi ら
7）
の 報告

に お い て 日本人 は 1．4倍 の 頻度 で 唇側 へ 埋 伏す る と さ

れ て お り，埋伏位置 に つ い て は 人 種 に よ る相違 が 示 唆

され て い る．ま た埋 伏位置の唇舌的 な相違が 生 じ る 原

因 とし て ，Jacobys）は，萌出余地 が 不足 して い る と唇側

へ ，萌出余地が 十分 に 存在 す る と口蓋側 へ 埋伏 しや す

い と報告 して お り，埋伏部位や こ れ に 関わ る 要因 を検

討す る こ と は，臨床的指針 を得 る の み な らず，埋 伏 の

原 因 を考 え る 上 で 非常 に 有益 で あ る．そ こ で 本研究 で

は ，当科 に お け る上 顎埋伏犬歯 の 唇舌的位置 と顎顔面

形 態，叢 生 量 等 に つ い て 臨床統計学的検討 を行 っ た．

資料 と方法

1．研 究対象

　昭和 61年か ら平成 14年 まで の 16年 間 に 徳島大学

医 学 部 ・歯学部附属病院矯正 歯科 を 受 診 し た．L顎犬歯

埋 伏 を伴 う不正 咬合患者の うち，歯軸方向 エ ッ ク ス 線

写真 を撮影 し た 59名 73 歯 （男子 20名，女 子 39名，

平均年齢 13 歳 4 か 月）を調査対象 と した ．な お ，冂 唇

裂
・
口 蓋 裂 や そ の他の 先天 異常 を伴 う症例 は除外 した ．

埋 伏歯 の 判定 は，標準萌出時期，歯 の 形態 と位置， 歯

冠軸方向，萌出余地，歯根完成度か ら行 い
9），当該歯 の

後 に 萌 出す る歯や 当該歯 の 同名歯が す で に 萌出完了 し

て い る場合 や，当該歯 の 萌出同名歯 の 歯根完成度が

Moorrees ら 1°〕
の R3 ／4 以 上 の 場合の 萌出遅延 も埋伏

と判断 した．若年齢で 埋伏の 判断が困難な症例 は，経

年的 な資料を も と に判断を行 っ た．

II．方　法

　 1．上顎埋伏犬歯 の 唇舌的位置 の 分類

　歯軸方向 エ ッ ク ス 線写真 を用 い ，Fox ら
］1）の 方法 に

準 じ上 顎歯列弓形態 を代表 す る 曲線 を設定 し，埋伏犬

歯歯冠陰影像 の 中心点 と の 距離を計測 した．中心 点が

上 顎 歯列弓 を代表す る 曲線 に対 して ，埋 伏歯冠頬舌径

の 2 分 の 1以 上 口 蓋側 に 存在 し て い る もの を凵 蓋側

群，2分 の 1以 上 唇 側 に 存在 し て い る もの を唇側群 と

した．そ れ 以外 の 歯 に 関 し て は診療録 口 腔模型の 所

見 を参考 に し，埋 伏犬 歯 全 73歯 を 口蓋側群，唇側群，

判定 不 能 群 の 全 3群 に 分類 し た （図 1）．撮影 に は，徳

島大学医学部 ・歯学部附属病院所有 の 歯科 用 エ ッ ク ス

線装置 （Coronis　20，朝 日 レ ン トゲ ン 工 業 （株），京都）

を用 い た．撮影条件は，照射時間 1．2−1，6s，管電 圧 70

kVl 管電流 20　mA で あ っ た．

　 2 ．上顎埋伏犬歯 の 唇舌的位i 別検討

　前項 で調 査 した埋伏犬歯 73 歯の うち ，判定不能群 に

唇側群

魑
口蓋側群

図 1 上 顎埋 伏犬歯の 唇 舌 的位 置の 分類

　中心 点が 上 顎 歯列 弓を代 表 す る曲線に

対 し て，埋伏歯冠頬舌径 の 2分 の 1以 上

口 蓋側に 存在 して い る もの を口 蓋側 群，
2分 の 1以 上 唇側 に 存 在 して い る もの を

唇側群 と した，
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分類 さ れ た 8 歯 を 除外 した 65歯 を対象 に．以下 の 項目

に つ い て 口 蓋 側群，唇側群別 に 比較検討 を行 っ た．

　 1）近遠心 的歯軸方向 を基準 と した 上顎埋伏犬歯の

分類

　 パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真を用 い ，上顎埋伏犬歯 65歯
を 太用 ら

5 〕の 方 法 に 準 じ，1型 ：歯軸傾斜 な し，II型 ：

近心傾斜，田 型 ：遠心傾斜 IV型 ：近 心 水 平埋 伏，　 V

型 ：遠心水平埋伏、VI型 ：逆性，　 VII型 ；唇舌的埋伏 の

全 7群 に 分 類 し た．

　 2 ）
．
顎顔面形態

　 上 顎埋 伏犬歯 65 歯 の うち，両側性 に埋伏 して い る症

例で唇 舌的位置 が 左 右 で 異 な る 5 名 10 歯を除 い た 全

47名 55歯 に つ い て，側面 頭 部 エ ッ ク ス 線規格写真 を

用 い た顎顔面形態分析 （ANB 角，骨格的分類，　 Man −

dibular　plane　 angle ，　 SNA 角，　 SNB 角，　 Ptm’．．A ’
，

Ptm ’−6’，　 U 　l　to　SN 　plane　angle ） を行 っ た．ま た ，

和田 ら
11 ）

の ANB 角 の 標準値 を基 に，　 IS ．D ．内に あ る

もの を骨格性 1級，1S ．D ．を超 え て 大 き い もの を骨 格

性 II級，1S，　D．を超 え て 小 さい もの を骨格性 III級 と定

義 し骨格的分類 を行 っ た．た だ し，SNA 角，　SNB 角，
Ptm’−A ’

，　 Ptm ” 6
’
，　 U 　l　t〔，　SN 　plane　angle の 評 価 に

っ い て は，Hellman 　dental　age や 性別 に よ る 影響 を排

除す る た め，飯 塚 ら
1”｝の 各 dental　age の 平 均 値 ・標準

偏差 を 用 い ，個 々 の 症例 の standard 　score （s．　 s．） を

算出 し，計 測 値 の 規 準化 を行 っ た ヒで 比 較検討 を行 っ

た ，

　　　　一個人 の 測定値
．一
平均値

　 　 8．S．一
　　　　　　　　標準偏 差

　 3 ）歯列 弓 ・歯槽基底弓の 大 き さ，アーチ レ ン グス

デ ィ ス ク レ パ ン シ ー

　前項 の 全 47 名 55歯 に つ い て ［ 腔模型を用 い ，上 顎

歯列 弓 お よ び歯槽基底弓の 長径
・
幅径 　ア

ーチ レ ン グ

ス デ ィ ス ク レ パ ン シ ー （以 ド，A ．　L，　D．とす る．）を刮

測 した．測定 に は計測用 ノ ギ ス （ABS デ ジ マ チ ッ ク

キ ャ リパ CD −C，ミツ トヨ ，東京）， ス ラ イ デ ィ ン グ キ ャ

リパ ス （大坪式 ス ラ イデ ィ ン グ キ ャ リパ ス ，山 浦製作

所，東京 ） を用 い た．な お ，歯列弓 ・歯槽基底弓の 大

きさ の 評価 につ い て は，大坪 切 の 男女 別平均値
・
標準偏

差 を用 い ，前項 と 同様 に s．s．を算出 し．測定値へ の 性

差 の 影響 を排 除 し比 較検討 を行 っ た．

　 3 ．治療方法 お よ び予後

　診療 録 を参 照 し，唇舌的埋 伏位置別 に 治療方法 ・開

窓部位 に つ い て 比較検討 を 行 っ た．ま た 開窓 牽 引 を

行 っ た症例 に つ い て は，動的治療終了時 の 資料 を もと

に そ の 予後 に つ い て の 検討を行 っ た，

III．統計処理

　顎顔而形態の 評価 お よ び歯列 弓 ・
歯槽基 底弓の 大 き

さ，A ．　L．　D ．に 関 す る 口 蓋側群 と唇側群 の 2 群間 の 検

判定不能群 8歯

唇 倶1亅君羊29
　（39．7％）

口蓋側群 36歯

　 （493 ％〉

図 2　上顎埋 伏 犬歯の 唇舌的位置の割合

定 に は，Mann −Whitlley の U 検定を用 い 比 較検討 を

行 っ た．

結 果

1．上 顎 埋 伏 犬 歯の 唇舌的位置

　調 査対 象 と した一L顎 埋 伏犬 歯 73歯 の うち ，口蓋側群

は 36歯 （49．3％），唇側群は 29 歯 （39．7％）で ，口蓋

側 群 が唇 側群 の 1．24倍高 い 発現頻度 を示 した （図 2＞．

IL 上 顎埋伏犬歯 の 近遠心 的歯軸

　パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真 に よ る埋伏犬歯 の近遠心的

歯軸 は 、両群 と もII型 （近 心傾斜） が 口 蓋側群 31歯

（86．1％〉，唇側群 14歯 （48．3％〉と，高い 頻度で 認 め

られ た．また，口 蓋側群 に お い て は，歯冠 が 近心 方向

に位置す る II型 （近 心傾斜），　 IV型 （近心水平埋伏）併

せ て 97，2％を占め た （図 3）．

III、顎顔面形態

　 ANB 角の 平均値は，口 蓋 側群 2．98± 2．06°，唇側群

4．17± 2．03で 両群 に お い て 有意差が 認 め られ，口 蓋 側

群で は ANB 角が 小 さ い 傾向が観察 され た．骨格的分

類 に お い て は，両群 と も に 骨格的 1級 に 分類 さ れ る 症

例が 最 も多か っ た，また，唇側群で は，骨格的III級症

例 の 占 め る割合が 16．6％で あ る の に 対 し 骨格的 II級

症例 の 占め る割合 は 27．8％で 若干大 き く，逆 に 口 蓋側

群 で は，骨格的 II級が 10．4％，骨 格 的 111級 が 37．9％ で

骨格的III級 を呈 す る 症例の 占め る 割合 が 骨格的 II級 と

比 較 し て 大 き か っ た ．また Malldibular　piane　ang 】e の

平均 は 口 蓋側 群 29．36 ± 7．02t，唇側群 30．］7± 4．72で

両群間 に お い て 有意差 は認 め られ な か っ た．

　上
．
ド顎骨 の 前後 的 位置 の 評価 に っ い て は SNA 角，

SNB 角 を用 い て 行 っ た．　 SNA 角の s．　 s．は唇 側 群
一

〔｝．24± 0．84，凵 蓋側群 〔〕．31± 1，01 で 両群間 に 有意差 は

認 め ら れ ず，頭蓋 に 対 す る ヒ顎 骨 の 位置 に 違 い は認 め

られ なか っ た．一方，SNB 角の s．　s，は 唇側群
一

〇，35±

1．16，口 蓋 側 群 0．93± 1，46 で ，両群 間 に お い て 有 意差
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（L3基準 ）

埋伏状 態

　 　  

H

口 蓋側群

n＝36歯

唇側群

n ＝29 歯

　　1型
歯軸傾斜無 し

0％

17．2％

（5歯｝

ll型
近心傾斜

86．1％

（31歯）

48．3％

（14歯）

lll型
遠心 傾斜

働

鹵

2d

10．3％

（3歯）

　 lV型
近心 水平埋伏

欝
11，1％

（4歯）

10．3％

（3歯）

　 V型

遠心 水平埋 伏

0％

0％

型

性

W
逆

6
0％

鯲

齣

a

但

　　Vlt型
唇 舌的埋伏 ・移転

窮
勘

0％

鯲

齣

a

但

図 3 パ ノ ラ マ エ ッ クス 線写真に よ る上 顎埋 伏犬 歯の 分 類

表 1 上顎 犬歯の 唇舌的埋 伏位置 と顎顔面 形 態 との 関係

口 蓋 側群 　　「 脣

n ＝29 （名） n＝1

IneanS ．D ． mearl
一酌一」．」
　 ∠ ANB 　　　　　 C） 2．982 ．06 4．17
Mand ．　P1．　　　 （り 29．367 ．0230 ．17
∠ SNA 　 　 　 　 （s．　 s．） 0 ．311 ．0】

一
〇．24

∠ SNB 　 　 　 　 （s．　s，） 0．931 ．46 一
〇．35

PtmLA
厂
　　　 （s．　s．） 0．061 ．07 0．22

Ptln厂一6’　 　 　 （s．　s．） 1．561 ．39 1．07

UltoSNpl ． （s．s、） 〔1．612 ．57 一
〇．08

　脣側群

n＝18 （名）

S．D ．

2．034
．720
．841
．160

．961
．052
．55

i而群 ［司σ）上匕較

＊ ＊

＊
：p く 0，05

i ＊
：p ＜ O．01

表 2 上 顎犬 歯埋 伏 患者 に お ける骨格 パ ターン の 分類

Skeletal　 class 　 I Sk

口蓋 側群

唇側 群

15 名 （51 ．7％）

10名 （55．6％）　　　　　　　一

35

Skeletal　class　II

3 名 （10，3％）

5名 （27．8％）

Skeletal　 class 　HI

ll名　　（37．9％ ）

　3 名 （16，6％）

が 認 め られ，［蓋側群 の 症例 は 唇側群 に 比 べ SNB 角

が 大 き く，頭蓋 に 対 し下顎骨が前方位 に あ る傾 向が観

察 され た．上 顎 骨 の 大 き さの 評価 に 対 して は Ptni’−A’

を 用 い ，Ptm ’−A ’の s．　s．は 口 蓋側群
一

〇．06 ± 1．07，唇

側群 0，22± 0．96 と ［ 蓋 側群 の 症例に お い て 小 さ い 傾

向が 認 め られ た が 有 意 差 は認 め られ なか っ た ．

　 ま た ，上 顎前歯 の 歯軸傾斜 を 示 す Ulto 　SN 　plane

angle 　O）s．　s．｝ま口 蓋 倶tl君羊0，61± 2，57，　唇 倶叮君羊
一

〇．08±

2．55 で 両群 に 有意差 は 認め られ な か っ た．上 顎 第
…

大

臼 歯 の 位 置 に つ い て は Ptm ノ．6’を用 い た が 凵 蓋側群

1．56上 1．39，唇側群 1，07± 1．05 で 有意 差 は 認 め ら れ な

か っ た （表 1，2）．

［V．歯列弓
・歯槽基底弓長径，幅径，および A．L．　D ．

　歯槽基底弓長径 の s、s．は，口 蓋側群 （）．69上 0．68， 唇

側群 1．40± 〔〕．78 で 凵 蓋 側群 に お い て有意 に小 さ か っ

た．また，歯槽基底 弓 幅径 に お い て も冂蓋側群
一

〇．79±

1．26，唇側群 0．02⊥ 1．41 で 口 蓋側群 に お い て 小 さ く，

有意差 が 認 め られ た．さ ら に 歯列 弓長径，歯列 弓 幅径

の s．s．に お い て も，口 蓋側群 に お い て 小 さ い 傾向が 認

め られ た ．

　 A ．L ，　D ．の 平均 は，唇側群
一3．72± 4．95　mm ，口 蓋

側群
一2．91± 3．21mm で ，唇側群 に お い て A ．　L ．　D ．が

や や 大 き い 傾向で あ っ た が，両群問 に お い て 有意 薙 は

認 め られ な か っ た （表 3）．
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表 3　上 顎犬 歯の 唇舌 的埋伏 位 置 と上 顎の 歯 列 弓，歯槽 基底 弓，叢生量

口 蓋側 群 唇 側群

n ＝ 29 （名 ） n 二18 （名 ） 両群 問の 比 較

meanS ．D． meanS ．D ．

B ，A ．L．　　　　　　 （s．s．〉 G．69O ．68 1．400 ．78 ＊ ＊

Cr．　A ．　L．　　　　　 （s．　s．） 1．460 ．92 1．751 ，45
1stBic．　B．　A ．　W ．　　 （s．　s．） 一

〇．791 ．26 0，021 ．41 ホ

1stBic．　Cr．　A ．　W ．　 （s，　s．） 一
〇．331 ，06 0，031 ．08

A ．L．　D ．　　　　　　 （mm ）
一2，913 ．2工 一3．724 ．95

窄
：P くO． 5

1 ＊
：P＜ G．G1

8．1％

（3歯）

5．4％

口 蓋側群

3．4％

唇側群

口 開騨 弓1

口 萌出余地の 獲te

霧 抜歯

口 中断

図 4　上 顎埋 伏犬歯 に対す る 治療方法

ロ蓋側群 唇側群

3．8％

口 ・蓋側

口 唇側

霧 黼 頂

図 5　 上顎埋 伏 犬歯 の 開窓 部位

V ．治療方法，予後

　調 査 対象 65歯 の う ち，開窓牽 引 を行 っ た 症 例 は

73．8％ で，最 も高頻度 に 認 め られ た．ま た，治療方法

は両群 と も開窓牽引が 最 も多 く，次い で 萌出余地 の 獲

得，抜歯 の 順 で あ っ た （図 4）．開窓牽 引 を行 っ た 症 例

に お い て は，唇側群 で は全症例 が 唇側 か ら開窓 さ れ て

お り，口蓋側群 で は 17歯 （65．4％）が 冂 蓋 側 か ら，8

歯 （30．8％）が 唇側 か ら開窓が 行 わ れ て い た （図 5），

開窓牽引治 療 を行 っ た症例 に お け る 動的治療終了 時の

上 顎埋 伏犬歯 の 臨床所 見 と して ，犬 歯の 歯肉 退 縮，隣

在歯 の 歯根吸 収，犬 歯 の 歯根彎曲 等が み られ た．特 に，
口 蓋 側 か ら 開窓 を 行 っ た 症例 に ，歯肉退 縮が 認 め られ

る割合 が 多か っ た （図 6）．
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犬歯の 歯肉退縮部位

良好

犬 歯 も し くは 隣在歯の 抜歯

犬 歯 の 歯肉退 縮

犬歯も し くは 隣在歯の 歯根吸収

犬歯 の 歯根彎曲

0　　　　20　　　　40　　　60　　　80 （％）

　　 　 　 ロ 蓋側 の
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聽i灘 灘撚

唇側 の 歯肉退縮

　 　 　100％

図 6 開窓 牽引 治療 を行 っ た症例 にお け る動的治療終了 時の 上顎埋伏犬歯の 臨床所見

考 察

　埋伏歯に対 す る歯科矯正学的診断お よ び治療方針立

案 に は，口腔内診査 に 加 えて ，各種 エ ッ ク ス 線写真 に

よ る埋 伏方向
・
位置 の 把握が 必 要不可 欠で あ る．特に

外科的処置を行 う症例 に お い て は，開窓部位 ・牽引方

向を決定する た め 重要 で あ り，3DDental −CT の 有用

性 も指摘 さ れ て い る
15・16）．しか し，凵常歯科臨床 に お い

て ，3DDental −CT を撮影 す る機会 は少な く，触診 ・

視診 を は じめ と した 臨床所見 に 加 え，パ ノ ラ マ エ ッ ク

ス 線写真 を用 い た 方法
17”2°），偏 心 投影 法

1S・21 ），歯軸方向

撮影 法
11・22 ）

等 を用 い て 埋 伏 位置 の 把握 を行 っ て い る の

が 現 状 で あ る．今 回 わ れ わ れ は，唇舌的位置 の 判定に

比較的読影の 簡便 な 歯軸方向撮影法 を用 い た が，こ の

撮影法 は，上 顎 中切 歯 根 管 に 対 し平行 に エ ッ ク ス 線 が

入射して い な け れ ば唇側 に 位置す る所見 が 得 ら れ や す

い こ と が 指摘 さ れ て い る m ．ま た，わ れ わ れ は計測 に 際

し，埋 伏犬歯歯冠像の中心点を用 い た が，犬歯 の 埋 伏

方向や エ ッ ク ス 線入 射角の 歯軸方向か らの ずれ に よ る

前歯部画像 の 歪 み に よ り， 中心 点 の 設定が 困 難 と な る

可能性もあ っ た ．そ こ で 今 回 は埋 伏犬歯 の 位置 に つ い

て よ り正 確 な 位置判定 を行 うた め に ，資料 と し て 前歯

部 の 画像の 歪 み が な る べ く認 め られ な い 症 例 を用 い ，

更 に こ れ に 診療録 の 臨床所見 も加 え 分類 を行 っ た ．

　上 顎 埋 伏犬 歯 の 唇舌的位置 に つ い て は，過 去 に さ ま

ざ ま な 報 告 が あ り， 白人 を 対 象 と し た ROhrer “）
や

Paateroら
23 ｝

の 研究で は ， 口蓋側群 の 症例 が 唇側群 と

比 較 し て 3倍多 い と報 告 さ れ て お り，さ ら に Peck

ら
2‘ ）

も同様 に 口 蓋側群 の 症例 が 5倍多い と報告 し て い

る．こ れ に 対 し ， 中国人 を対象 と した 調査 で は，唇側

群の 症例が 「
．
亅蓋側群 と比較 し 2．6 倍

25），日本人 に お い

て は 1，4 倍多 い
7）と され て い る．一方 ， 本研究 に お い て

は 口 蓋側群 の 症例が 唇側群に比 べ 1．2倍多 い とい う結

果で は あ っ た が ，白人 で の 割合 と 比較 し，唇側群の 占

め る割合が 比較的高 い 結果 で あ っ た と考 え られ る．つ

ま D，犬歯 の 唇舌的埋 伏位置 に は，人 種 に よ る相違 が

関与して い る こ と も考 え られ，遺伝的な要因や 人種間

の 骨格的特徴 が 反映 され て い る可能性 も考え られ る．

　 こ の 犬歯の 唇舌的埋 伏位置 と人種間の 関連性 に つ い

て，Oliverら 25 ，は 上顎犬歯埋伏 を呈す る ア ジ ア 人 に

は，萌出余地不足 の み られ る 患者 の 占め る 割合が 多い

こ と を報告 す る な か で ，そ の 原因 と し て，ア ジ ア人 の

骨 格 的 な特 徴 で あ る上 顎骨 の 劣成長 に よ る 上 顎歯槽基

底 の 狭小化 が，歯 の 萌出余地 の 不 足 を招来す る と考察

して い る．また，Jacc）by8）は犬 歯 の 唇 側埋伏 と叢生 と の

関連性 に つ い て指摘 して お り，上 顎犬歯 の 萌出過 程 に

お い て ，も と も と 目 蓋 側 に 存 在 す る歯 胚 は，萌 出 余地

が 過 度 に 存在 す る場合 に そ の 歯胚の 位置 を変 えず 凵 蓋

側 に 埋 伏 し，逆 に 萌 出 余 地 不 足 で あ れ ば歯胚 の 位置 を

口 蓋 側 か ら唇 側 へ と 変化 さ せ 唇側 に 埋 伏す る と述 べ て

い る ．

　 今 ［・ 1わ れ わ れ は ，唇舌的埋 伏位置 と 顎 顔面 形 態，A ．

L．D．と の 関連 性 に つ い て検 討 を行 っ た が ，顎 顔面形態
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に つ い て は ，目 蓋側群 の 症例 に お い て ANB 角が有意

に小 さ い も の の ， SNB 角が 大 き く下顎骨 の 前方位 が

認 め られ た．しか し，」二顎 骨 の 大 き さ は 口 蓋 側群 の 症

例が 小 さ い 傾向で あっ た が，両群問 に 有意差 は認 め ず，

前後的位置に つ い て も有意差 を認 め な か っ た．し た

が っ て ，ANB 角 が 小 さい 傾向 に あ っ た の は，上 顎 骨 の

劣成長 に よ る もの で は なく下顎骨 の 前方位 に よ る要因

が 大 き い と考え られ た．ま た，歯槽基底弓の 検討 で は、

口 蓋側群 の 症例 に お い て 上 顎 骨 の 歯槽基底が 有意 に 小

さ く，A ．　L．　D 、に お い て も口 蓋 側群 の 症 例が 唇 側 群 に

比 べ 小 さ い 傾向に あ る もの の ，両群間で 有意差 は認 め

られ な か っ た．さ ら に 叢生 の 程度 に 深 く関連す る上 顎

前歯 の 傾斜度 や 上 顎 第
一

大 臼歯 の 近 遠心 的 位置 に も有

意差 は み られ ず，Jacobyや Oliverら の 考察 と 異 な る

結果 とな っ た．Taguchi らη も，上 顎 犬 歯 が埋 伏す る原

因 と し て ，52％ が 歯胚 の 位胃異常で あ り， 萌出余地 不

足 に 起因 す る と 考 え られ る 埋 伏犬歯 は 2％ し か 認 め ら

れ な か っ た と報告 し て お り，本研究 に お い て も ヒ顎犬

歯 の 唇舌的埋伏位置 と顎 顔 面 形 態，A ．　L．　D ．の 関連性

は統計学的に 低 い もの と考 えら れ た．

　 また ， 埋 伏犬 歯 の 近 遠
．
心 的歯軸 に つ い て は，太 田 ら

5｝

の 報告 と同様 に II型 （近心傾斜型）が 多く認 め られ た，
一

般的 に 上 顎 犬歯 は 近心 傾斜 し な が ら萌 出 す る た

め
2M

，
　 II型 が 多 く認 め られ る こ とは特異的 な こ とで は

な く，萌出過程 に お い て 何 らか の障害 に よ り歯軸傾斜

が 標準的な 範囲を超 えて 近心傾斜 し埋伏 に 至 る と考 え

られ た．ま た ， 口 蓋 側群 の 症例 で は近心傾斜が 大部分

を占め，そ れ に 対 し唇側群 で は 1型 か らVH型 ま で多様

性 に 富 ん で お り，凵 蓋側 に埋伏す る過程 お よび唇側 に

埋 伏す る過程 に は 全 く異 な っ た成因が 存在 す る と考 え

られ た．

　 上 顎埋 伏犬歯 は，審美的な重要性な ら びに 機能的な

咬合の 確立 の た め極力抜歯 は避 け，開窓牽引に よ る 歯

列内へ の 誘導や 萌出余地 の 獲得 を は じめ と した保存療

法 を選択 す る べ き で あ る と い わ れ て い る
2η ．今 同 わ れ

わ れ は，上 顎 埋 伏犬歯 に 対 す る 治 療 方 法 ・予後 に っ い

て 検討 を行 っ た が ，治療方法 と して 開 窓 牽 引 が 最 も多

く行わ れ て お り，抜歯 が 選択 さ れ た 割合 は，唇側群

3，4％，口 蓋 側 群 8，1％ で あ っ た．しか し白人 を対象 と

した 報告で は，唇側 に 埋 伏 した 犬 歯 を牽引 した 場 合 ，

歯 肉 退 縮 を多 く認 め る た め，治 療 方 針 と して 抜歯 を選

択 す る 症例 が 多い と さ れ て お り
2° ｝，治 療方針 の 採択 に

お い て本 検 討 との 相 違 が 認 め られ た．

　 ま た，予後 に つ い て は，開窓牽引 を行 っ た 症 例の 動

的 治 療終 了 時 に お い て ，犬 歯 の 歯 肉退 縮 ，歯根彎曲，

隣在歯の 歯根 吸 収等の 弊害 が 認 め ら れ た ．こ の う ち 歯

肉退縮が ，［ 蓋側 群 で 開 窓牽 引 を行 っ た症 例 に 多 くみ

られ，特 に 犬 歯 の 唇側歯頸部 の 退縮 が 認 め ら れ た ．こ

れ らの 弊害 に 対 し，篠 原 ら
2s ）

は，適切 な 開 窓 法 の 選 択 と

手 術 を行 う に は 口 腔外科医 が，歯 の 正 しい 移動 の た め

に は矯正歯科医が，歯周組織 の 形態 ・機能 の 回復 とそ

れ を正 常 に 維持す る た め に は 歯周外科医が お 互 い に 連

携 し て そ れ ぞ れ の 役割を十分 に 果 た す必要 が あ る と述

べ て い る．今後，上顎犬歯埋伏 を伴 う患者 の 治療計画

を立 案 す る に あた っ て は，治療の 予後 を考慮 し，他科

との 連携 した包括的歯科治療を行 う こ とが 必要不可欠

で あ る と考 え られ た．

　本 研 究の 要 旨は第 46回中・四 国矯正 歯科 学会大会 （2DO3

年 7月，山 凵 ）．第 62回 日本矯正 歯科 学会大 会 （2003 年 10

月，新潟 ） に お い て 発表 した ，
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